
令和６年度 

事業名     公民館事業活性化研修会 

期 日 令和６年 ９月 ２６日（木） 

参加者    ７８名 

趣 旨 

 多くの公民館関係者が抱える「若い人が公民館に来ない」という課題を解決するため

の視点をつかむとともに、今後の事業づくりにつなげる。 

活動の様子 

【説明】「本研修の趣旨について」 

社会教育総合センター調査・研修班 社会教育主事  瀬之口 紘史 

 

 

令和５年度に閣議決定された教育振興基本計画が目指

す「２０４０年以降の社会を見据えた持続可能な社会の

創り手の育成」への理解を深めるとともに、求められる

公民館の基本的機能「つどう・まなぶ・むすぶ」につい

て確認しました。 

参加者の事前アンケートをもとに、「若者が来ない」

という多くの公民館が抱える課題であることをおさえ、

その課題解決に向けた研修会であることの共通理解を図

りました。 

【研修１】〈事例発表〉「若者集め大作戦」 

島根県飯石郡飯南町赤名公民館主事  景山 良一 氏 

 

 島根県飯石郡飯南町赤名公民館の景山良一公民館主事

から「若者集め大作戦」をテーマに、若い人たちを集め

る工夫について、実践事例をもとにお話しいただきまし

た。 

 「会議のやり方を変える！」「できないをアピールす

る」など企画運営の手法だけでなく、「まずは自分が楽

しむ！」「失敗はない。しいて言うなら、何もしないの

が失敗」「まずは、やってみる！できることから」など

景山さんが実践の中で心掛けてきたことなども含めて教

えていただきました。 

【研修２】〈講話〉「魅力的な公民館」 

タレント YouTuber  わさびちゃん 

 

 タレント Yotuberのわさびちゃんから多くの公民館視

察をする中で得た若者を呼び込むための事業実践を紹介

していただき、若い人たちが集まる魅力的な公民館を実

現するための方法についてお話しいただきました。 

 「２００円のカレーで人を呼ぶ公民館（長野県）」、

「中学生がイベントをしきる公民館（広島県）」や「職



員が講師となって研修会を行う公民館（熊本県）」など

全国各地の若い人たちを呼び込む公民館事業からどのよ

うな変化が生まれたのか、現地視察や住民との交流で見

えてきた公民館の可能性について話されました。また、

「公民館はコスパ最強」であり、地域の人の得意を生か

すことで、様々な活動を展開することができる施設であ

ると話されました。 

【研修３】〈演習〉「わたしの若者集め大作戦！」 

社会教育総合センター調査・研修班 社会教育主事  瀬之口 紘史 

 

 ワールドカフェ方式で「若い人たちを呼び込むにはど

うすればよいか」について話し合いました。その後、参

加者には登壇者の発表や話し合いを参考に、担当する公

民館でできることを考えてもらいました。 

 参加者は他地域の公民館の事情を聞きながら、新しい

アイデアを多く吸収し、現在抱えている課題の解決に向

けた具体的なヒントを得ることができました。 

参加者の声 

－事例発表― 

・刺激になりました。講師のエネルギーが伝わってきました。柔軟な思考で行きたいと

思いました。ともかく、ワクワクしていこうと思いました。 

・公民館が人やモノをつなぐことでこんなにも可能性が広がるのだと思いました。 

・柔軟な考え方、型にはめすぎない方法は学びになりました。 

―講話― 

・全国に色々な公民館があり、それらの紹介やご自身のことなど、知れてとてもよかっ

たと思いました。 

・わさびちゃんの鋭い視点と豊かなアイデアにとても刺激を頂きました。自分のフィー

ルドにあった事業に反映させていきたいと思いました。 

・“公民館の無限の可能性、伸びしろ”を事業に係る自分自身がまずたくさん知り、伝

えていきたいと思いました。 

―演習― 

・自分一人では、全く考えつかないことを知れたり、気付かないことを教えてもらった

り話すことでわかることがたくさんありました。 

・色んな人と話をすることができたので、たくさんアイデアが湧いてきました。 

―全体を通してー 

・一日を通して、たくさんの学びがありました。どのお話も大変に勉強になりました。

演習もたくさんの方とお話しできてよかったです。 

・実施できそうな講座を思いつくことができました。一方的な講習ではなく、ワークシ

ョップ形式でとても実になりました。 

 


